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『新年度を迎えて』 

代表幹事 塩山哲郎 

 今年は桜の開花が記録的に早く、会員の

皆様も満開の桜を楽しまれた事でしょう。

新型コロナの感染状況が落ち着きを見せ、

マスク着用も任意となり人の動きもコロナ

禍前に徐々にではありますが戻りつつある

ことを実感しております。WBCでは侍ジャパ

ンが米国の連覇を阻み14年ぶりに世界一に

輝き、国民に感動と元気を与えてくれました。MVP に二刀

流の大谷翔平選手が選ばれましたが、世界一を決めマウン

ドで喜びを爆発させた彼の姿に会員の皆様も感動されたも

のと思います。JARP（日退協）は昨年秋に会員相互の交

流、親睦を目的とした「はつらつふれあいの集い」が3年ぶ

りに再開され、3月には小規模ではありますが「チャリ

ティーサロンコンサート」を開催、各地域会のイベントも

活発化してコロナ禍前に戻りつつあります。JARPの新年度

の目標として、SDGｓ協働活動への取り組みに加え、「フレ

イル」防止活動を積極的に取り組んでいくことを掲げてい

ます。「フレイル」とは健康状態と要介護の中間にある虚

弱な状態（老化）を指します。「フレイル」対策の3本柱は

「栄養」、「運動」、「社会参加」と言われています。食

事を楽しむこと、散歩するなど運動を心掛ける事、人の繋

がりを大切にする事、そして積極的に社会参加する事が

「フレイル」防止に繋がります。JARP は従来からの社会貢

献活動、会員が参加するイベント、野外サークル活動、文

化サークル活動、地域会活動は会員自身を含めて「フレイ

ル」防止にも役立っています。新年度は「フレイル」防止

に焦点を当てて、それぞれの活動の見直しを行い「フレイ

ル」に特化したサークル活動や講演会、講習会を企画する

方針です。西東京会のイベントは、5月に「新緑の秋川渓谷

散策と温泉瀬音の湯を満喫する会」、8月には「寄席・落語

鑑賞会」を企画

しております。

会員の皆様には

是非ご友人をお

誘いあわせの上

ご参加頂きます

様お願い申し上

げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
西
東
京
会
入
会
の
ご
挨
拶
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

国
分
寺
市 

中
村
英
明 

 

９
月
に
西
東
京
会
に
入
会
し
、
「
親
睦
ゴ
ル
フ
会
」
、
「
は
つ
ら
つ
ふ
れ
あ
い
の
集

い
」
等
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、
入
会
後
は
西
東
京
会
の
世
話
人
と
し
て
毎
月
の
定
例
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
「
心
に
ゆ
と
り
が
あ
り
穏
や
か
な
大
先
輩
方
」
と
い

う
の
が
西
東
京
会
の
皆
様
へ
の
印
象
で
す
。
こ
れ
ま
で
会
社
で
は
ほ
ぼ
最
年
長
で
し
た

が
、
こ
の
度
ま
た
若
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
心
機
一
転
、
会
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
の
６
月
ま
で
四
〇
年
以
上
保
険
代
理
店
に
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
生
き
る
意
義
を
自
ら
探
す
べ

く
、
ア
リ
キ
タ
リ
で
す
が
ゴ
ル
フ
・
読
書
、
何
か
楽
器
で
も
習
い
た
い
、
家
の
不
具
合
も
直
そ
う
、
月
一
回
ぐ
ら

い
は
旅
行
に
も
行
こ
う
な
ど
と
張
切
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
退
職
後
の
気
の
緩
み
か
ら
か
一
気
に
体
調
不
良
が
噴

き
出
し
、
病
院
５
～
６
カ
所
に
通
う
始
末
。
実
行
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
殆
ど
はY

o
u
 
T
ub
e

で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で
済
ま
せ
、
現
在
一
番
の
趣
味
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
野
に
迷
い

込
む
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
元
来
面
倒
く
さ
が
り
屋
、
何
事
も
広
く
浅
く
の
タ
イ

プ
で
、
今
更
な
が
ら
し
っ
か
り
と
身
に
付
い
た
も
の
が
特
に
な
く
、
少
し
気
落
ち
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
生
き
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 
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出射義幸、小野利明、谷合幸江   

中村英明、西納政光、橋本隆夫 

比留間文子、福島龍郎、 

松崎敏夫、湯藤哲 、吉本優子 

御殿場から桜に富士山 
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 「
神
代
植
物
公
園
の
梅
ま
つ
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」 

小
金
井
市 

出
射
義
幸 

二
月
二
八
日
絶
好
の
晴
天
の
も
と
、
西
東
京
会

企
画
の
「
神
代
植
物
公
園
」
に
梅
の
花
を
見
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
三
鷹
駅
か
ら
集
合
バ

ス
に
乗
る
こ
と
約
三
〇
分
、
「
神
代
植
物
公
園
」
に
到
着
。
参
加
者
は
二

十
三
名
で
し
た
。
「
神
代
植
物
公
園
」
は
三
鷹
市
に
所
在
す
る
東
京
都
立

の
植
物
園
で
す
。
広
大
な
園
内
に
は
「
う
め
園
」
・
「
さ
く
ら
園
」
・

「
ば
ら
園
」
・
「
し
ゃ
く
な
げ
園
」
・
「
は
な
み
ず
き
園
」
・
「
は
な

し
ょ
う
ぶ
園
」
な
ど
他
多
数
の
植
物
ご
と
の
「
園
」
が
あ
り
、
季
節
を
問

わ
ず
、
数
多
く
の
植
物
が
楽
し
め
ま
す
。
桜
は
四
月
、
花
し
ょ
う
ぶ
は
五

月
で
し
ょ
う
か
？
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
の
訪
問
も
企
画
で
き
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
訪
問
日
は
丁
度
、
同
公
園
の
「
梅
ま
つ
り
」
が
開
催
中
で
し

た
。
公
園
入
口
か
ら
同
公
園
内
の
梅
以
外
の
色
々
な
花
を
見
な
が
ら
、
ま

た
皆
さ
ん
談
笑
し
な
が
ら
、
広
い
公
園
内
を
「
う
め
園
」
ま
で
約
三
十
分

三
々
五
々
的
に
行
軍
？
し
ま
し
た
。
我
々
の
よ
う
な
集
団
に
は
丁
度
宇
良

い
運
動
で
し
た
。
「
う
め
園
」
ま
で
の
途
中
に
は
「
蝋
梅
」
に
似
た
「
サ

ン
シ
ュ
ユ
」
と
い
う
花
が
あ
り
ま
し
た
。

知
ら
な
い
こ
と
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
あ
る

も
の
で
す
。
い
よ
い
よ
「
う
め
園
」
に
到

着
。
「
う
め
園
」
に
は
こ
れ
ぞ
と
ば
か
り

様
々
な
「
梅
」
が
数
多
く
植
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
知
ら
な
い
、
ま
た
初

め
て
見
る
梅
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
「
う

め
園
」
で
暫
く
の
観
梅
後
、
ほ
ぼ
全
員
で

の
「
記
念
写
真
」
を
撮
り
ま
し
た
。
う
め

園
の
後
は
隣
接
す
る
「
深
大

寺
」
に
行
き
ま
し
た
。
深
大
寺

は
「
三
鷹
の
代
名
詞
的
な
印
象

の
通
り
立
派
な
造
り
で
「
深
大

寺
」
の
後
は
ほ
ぼ
全
員
で
楽
し

い
談
笑
会
に
な
り
ま
し
た
。 

「我が家」と「保護犬」 

三鷹市 湯藤 哲  

昨年末、満82歳となった折、人生の最後

の区切りの一つとして保護犬を引取り、

雄の「トイプードル」が我が家にやって

きました。名前は既につけられていた

「ポッキー」です。家庭を持ってから５

匹目のワンチャンです。どの犬も我が家で天寿を全う

し、それぞれが、我が家、我が人生に潤いを与えてくれ

ました。保護犬に関われた方々は大勢おられると思いま

すが、私共は初めての経験でした。保護犬業界の状況を

ネットで先ず調べた上で実態の見学をもしました。結

果、斡旋業者の実態のかなりのひどさにはショックを受

け、一時は断念もしましたが、そんな折、ご近所から情

報提供や励ましの応援を頂き、某保護協会に辿り着きま

した。そこは大変しっかりしたところで我が家について

も色々調査を受け、一定のトライアル期間を経て我が家

の一員となりました。「ポッキー」の生い立ちは不明で

す。年令は推定十才(人間年令で６０才代）です。一年

間の保護センターの生活は明白ですが、それ以前の生い

立ち、経験、は全て不明です。それこそが互いに手さぐ

りの付き合いのスタートでした。「ポッ

キー」は、センターでのメンテナンスが良

かったのか、大変性格が良く、健康面、躾

も安心して見ていられます。我が家の一員

となり約半年、今はすっかり心底打ち解け

て暮らしています。この子と共に人生最後

のコーナーを共に過ごして往く所存です。 

「観桜会開催報告」 

西東京市 恒成 憲一 

去る、風薫る4月4日の良き日に西東京会主

催の観桜会が都立小金井公園にて開催され

ました。透き通るような青空の元、17名の

善男善女が集い、春の訪れを堪能致しまし

た。時期的に観葉桜会になるのかなと心配

しておりましたが、桜たちは健気にも、まだまだ私たちの

ために一生懸命咲き誇ってくれておりまし

た。今回の世話役出射さんからは、全員に

桜餅のご提供があり、餅が花を添えまし

た。感謝です！また、たまたま通りすがり

の着物美人に集合写真を撮って頂く幸運に

も恵まれ、一層華やいだ雰囲気になりまし

た。今の小金井公園には、桜は勿論、菜の

花、チューリップ等々の花々が咲き乱れ、

更に江戸東京たてもの園では、多くの江

戸・東京の歴史的価値ある建物が鑑賞でき

ます。今回参加されなかった方々

は残念でしたが、次回は是非この

幸福感を共有致しましょう！ここ

で一句「葉桜に 我が毛を思う 

せつなさよ」お粗末！ 


